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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　ー：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

件宣言アクション数 -- 1,200ー

行政だけでは人口減少の課題に対応することは困難であるため、

「信州未来共創戦略」に賛同する個人・団体が宣言するアクション

数を指標とし、当面の目標を2,000に設定した。

① 2,000ー

達成目標（☆印は主要目標）

要求からの

主な変更点
データ活用による政策形成の推進に関する事業について、事業費の精査に伴い経費を減額
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直近３か年/年度分の状況
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事　業　名 総合計画等推進費
部局 企画振興部 課・室 総合政策課

実施期間 H25 ～

達成

状況
目標値設定理由

R7年度

見込 推移

単

位

R5年度 R6年度
No. 指標名

実績 実績 推移

R8年度

目標値

No. 施策分野（施策の総合的展開名）

事業番号 02 01 01 事業改善シート（令和８年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

・令和７年度に実施した「しあわせ信州創造プラン3.0」の政策評価では、社会経済活動の活性化や円安を背景に、輸出や観光が好

調で、観光消費額及び外国人延べ宿泊者数はいずれも過去最高を記録した。

・一方で、少子化・人口減少は依然として深刻であり、出生数の減少に歯止めがかかっていない。人口減少の背景には、社会経済環

境の変化や価値観の多様化など、行政のみでは対応が困難な課題がある。

・このため、産学官金労言が参画する「私のアクション！未来のNAGANO創造県民会議」と連携し、取り組むことが必要である。

・「しあわせ信州創造プラン3.0」の基本目標である「確かな暮らしを守り、信州からゆたかな社会を創る」の実現を目指す。あわせて、急

激な人口減少の緩和を図るとともに、人口減少社会に適応し、未来に希望が持てる社会をつくる。

①総合計画等の推進

・有識者からの意見聴取を行うための総合計画審議会の開催及び先進事例の視察等の実施。

・行政、企業、地域、県民が参画し、オール信州で人口減少対策を進めるための「私のアクション！未来のNAGANO創造県民会議」

による「信州未来共創戦略～みんなでつくる2050年のNAGANO～」の推進。

・【新】「しあわせ信州創造プラン3.0」の推進にあたり、進捗状況について統計データ等を活用した現状分析の実施。

E-mail seisaku pref.nagano.lg.jp

79,873 55,367

6.0

R7年度 0 67,911 0 67,911 66,949 6.0

R6年度 0 8,508 15,898 24,406 23,368 22,685

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

6.0
要求 85,114 85,114 60,608

区分

予算額

決算額

R8年度
予算案 79,873



細事業を構成する主な取組

しあわせ信州創造プラン3.0推進のた

めの有識者意見聴取等

「私のアクション！未来のNAGANO創

造県民会議」の運営

データ活用による政策形成の推進

実施方法

直接

85,114

部局 企画振興部 課・室 総合政策課

令和８年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

総合計画の進捗状況について審議するための総合計画審議会の開催及び有識者

意見聴取等の実施

総合計画審議会を１回開催予定

行政、企業、地域、県民が参画し、オール信州で人口減少対策を進めるための県

民会議により、戦略を推進

全体会を４回、勉強会を６回開催予定

【新】効果的な政策形成を進めるための統計データを活用した本県の現状分析の実

施

統計データを用いた本県の現状分析報告書の作成

負担金

委託

3

R8年度

当初予算

R7年度

当初予算

R6年度

当初予算

予算案

事　業　名 総合計画等推進費

事業番号 02 01 01 細事業一覧（令和８年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検
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1

細事業

No.
細事業名

計画行政費

No.

1

要求

千円

8,508 67,911

千円 千円

79,873


